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令和 2 年度 消防・防災訓練の報告 

防火管理者 多田 輝雄 

今秋の消防・防災訓練が「新型コロナウイル

ス感染拡大防止対応型」訓練として 10 月 11

日（日）に実施されました。年度始めには例年

通りの訓練実施計画を考えていましたが、2 次

避難場所（鐘の鳴る広場）での多人数の集合

（昨年度 770 名）は 3 蜜の観点から課題が多

く、感染拡大防止対応型訓練となりました。 

例年の訓練との大きな違いは 3 蜜回避を考

え、一般居住者の方々は各棟の 1 次避難場所

へ避難し、各自報告・点呼にて終了とし、2 次

避難場所からは各棟自衛消防班員と防災対策

本部員による訓練としました。 

 コロナ禍の懸念と台風 14 号の影響による

早朝の小雨で参加人数が昨年より下回るかと

想定していましたが、824 名の方々に参加い

ただき、昨年より若干多い結果となりました。

そのような中、事故もなく訓練を終えること

ができたことが何よりです。皆様のご協力に

心よりお礼申し上げます。 

これも、諸先輩により積み重ねられてきた

当団地の歴史に加え、住民の皆様の防災への

前向きな姿勢のなせることと頭が下がります。    

今年度は全棟の「避難はしご」のリニューア

ルが９月に完了したことを受け、操作訓練を計

画していました。しかし前夜からの雨と当日

早朝の小雨状況より、残念ながら「避難はしご

の操作訓練」は中止としました。 

 操作訓練は中止となりましたが、今回事前

配布しました「避難はしごの操作説明書」を参

考に機器を確認し、操作手順を体験・学習して

おいてください。できれば、春秋に行われる

「消防用設備点検」に立ち合い、点検者に教え

てもらいましょう。 

 例年一番人気のある地震体験ができる起震

車の出動を和光消防署は受諾してくれていま

したが３蜜回避のため取りやめることとしま

した。隊員からは主として消火訓練および救

護訓練を受けることができました。今後とも

消防・防災訓練への積極的な参加を通し、いざ

事が起こった時に慌てない体制づくりに努め

ていただきますよう、お願いいたします。 

 ご協力いただいた和光消防署、和光市役所

の方々に感謝するとともに、管理センター・ス

タッフ、自衛消防班員および対策本部員の

方々、そして訓練に参加いただいた皆様に、こ

の場を借りてお礼申し上げます。 

 

 

棟 
住戸数 
（イ） 

参加戸数 
（ロ） 

参加率 
（ロ÷イ） 

参加人数 
安否確認・避難ｶｰ
ﾄﾞ掲示戸数（ハ） 

安否確認率 
（ハ÷イ） 

Ａ 139    65 46.8%   85 106 76.3%  

Ｂ 161  56 34.8%  70 123 76.4%  

Ｃ 132  51 38.6%  73 78 59.1%  

Ｄ 56  35 62.5%  51 41 73.2%  

Ｅ 247  84 34.0%  120 210 85.0%  

Ｆ 170  67 39.4%  82 139 81.8%  

Ｇ 56  38 67.9%  50 47 83.9%  

Ｈ 165  66 40.0%  72 121 73.3%  

Ｉ 216  55 25.5%  78 160 74.1%  

Ｊ 218  60 27.5%  88 161 73.9%  

Ｋ 56        38 67.9%  55 52 92.9%  

合計 1,616  615 38.1%  824 1,238 76.6%  
和光消防隊長の訓練講評 
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消防車の装備の説明 

 

 

 

               

                                                             

 

 

参加者は記帳後、帰宅いただく 和光消防署から到着した消防車 

ダミー人形を使っての AED 講習 

訓練のようす 

消火器訓練 

三角巾の使い方訓練① 三角巾の使い方訓練② 

集会棟前での訓練講評 
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